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笹川平和財団「日本におけるイスラム理解の促進」講演会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 （於：笹川平和財団ビル）	 	 	 	 	 	 	 2019年 6月 21日 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
「日本におけるイスラム：共生のための課題」 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 早稲田大学人間科学学術院	 	 	 	 店田廣文 
 
＜はじめに＞ 
	 イスラムへの関心 「ムスリムは世界的な存在」18億人・24%（2017年） 
＜１．日本におけるイスラム小史と滞日ムスリム人口概観＞ 
	 	 19世紀末	 ムスリム人口の出現	 	 現在、約 20万（0.2％弱） 
＜２．日本のイスラム・コミュニティの発展と活動	 モスクを中心に＞ 
	 	 1990年代からモスクの増加	 コミュニティの中心	 現在 100箇所超 
＜３．イスラム・コミュニティの持続的発展＞ 
	 	 宗教法人化の進行	 レガシーとしてのハードとソフト	 次世代への継承へ	  
＜４．自治体のイスラム認識と「多文化共生」施策＞ 
	 	 北海道〜沖縄県	 モスク認知と交流	 自治体のムスリム施策 
＜５．モスク周辺住民のムスリム認識と「共生」への試み＞ 
	 	 日本人のネガティブなイスラム認識	 交流の希望 
	 	 モスクによる交流の試み（東京ジャーミイ型と大塚モスク型） 
＜６．日本人はムスリムと共生できるのか＞ 
	 	 一枚岩ではないムスリム 
	 	 外国人・日本人ムスリム	 親・若者世代	 女性	 社会文化的ムスリム 
	 	 「私的な信仰」「ゆるやかな共生」「共生」「よそよそしい共存」	  
＜おわりに＞ 
	 イスラム･コミュニティの持続的発展と関係性構築 
	 	 ⑴地方自治体とイスラム団体・ムスリムとの協働関係 
	 	 ⑵地域住民とモスク・ムスリムとの関係 
	 	 ⑶日本人のイスラム・ムスリムへの関心醸成 
	 	 	 出会う場	 きっかけ	 調査研究や情報発信	  
	 	 	 メディアの役割	 SNS	 日本／イスラム交流フェア	  
	 	 「観光地化する宗教施設」	 イスラム文化センター 
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